
議
員
提
出
議
案
（
４
件
）

○
少
子
化
対
策
の
強
化
を
求
め

　

る
意
見
書

　
　○

医
師
不
足
を
解
消
し
地
域
医

　

療
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

○
あ
き
る
野
市
議
会
委
員
会
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
あ
き
る
野
市
議
会
会
議
規
則

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
受

１８

　

託
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
一

１９

　

般
会
計
予
算

　

※
詳
細
は
４
・
５
頁
を
ご
覧

　
　

く
だ
さ
い
。

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
国

１９

　

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

※
特
別
会
計
予
算
額
に
つ
い

　
　

て
は
、
４
頁
の
表
を
ご
覧

　
　

く
だ
さ
い
。

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
老

１９

　

人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
介

１９

　

護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
戸

１９

　

倉
財
産
区
特
別
会
計
予
算

（
以
上
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
下

１９

　

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
受

１９

　

託
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
） 

○
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

規
約
の
改
正
に
つ
い
て

（
以
上
、
全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
）

○
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構

　

成
員
等
の
所
有
す
る
軽
自
動

　

車
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税

　

の
賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す

　

る
条
例

　
○
あ
き
る
野
市
十
里
木
・
長
岳

　

観
光
施
設
に
係
る
指
定
管
理

　

者
の
指
定
に
つ
い
て

○
あ
き
る
野
市
ふ
る
さ
と
工
房

　

五
日
市
に
係
る
指
定
管
理
者

　

の
指
定
に
つ
い
て

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
一

１８

　

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

※
補
正
予
算
額
に
つ
い
て 

　
　

は
、
下
の
表
を
ご
覧
く
だ

　
　

さ
い
。

（
以
上
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
国

１８

　

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
介

１８

　

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

○
平
成　

年
度
あ
き
る
野
市
下

１８

　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）

議案審議議案審議

○
秋
川
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

　

に
つ
い
て

○
西
秋
川
衛
生
組
合
規
約
の
変

　

更
に
つ
い
て

○
秋
川
流
域
斎
場
組
合
規
約
の

　

変
更
に
つ
い
て

○
東
京
都
市
町
村
職
員
退
職
手

　

当
組
合
規
約
の
改
正
に
つ
い

　

て
○
東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公

　

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

　

改
正
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
（
昭
和　

年
２２

法
律
第　

号
）
の
一
部
改
正

６７

に
伴
い
、
収
入
役
を
廃
止

し
、
会
計
管
理
者
を
設
置
す

る
た
め
、
協
議
に
よ
り
規
約

を
改
め
る
必
要
が
あ
り
、
同

法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

��������������

�������������

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
秋
川

衛
生
組
合
規
約
の
変
更
と
同

様
に
な
り
ま
す
。

�����

�����

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
秋
川

衛
生
組
合
規
約
の
変
更
と
同

様
に
な
り
ま
す
。

�����

�����

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
秋
川

衛
生
組
合
規
約
の
変
更
と
同

様
に
な
り
ま
す
。

�����

�����

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
秋
川

衛
生
組
合
規
約
の
変
更
と
同

様
に
な
り
ま
す
。

�����

�����

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
秋
川

衛
生
組
合
規
約
の
変
更
と
同

様
に
な
り
ま
す
。

�����

�����

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の

構
成
員
等
に
該
当
す
る
者

が
、
本
市
を
定
置
場
と
す
る

軽
自
動
車
を
取
得
し
た
こ
と

に
伴
い
、
日
本
国
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協

力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
６

条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域

並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合

衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る

協
定
の
実
施
に
伴
う
地
方
税

法
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
（
昭
和　

年
法
律
第
１
１

２７

９
号
）
及
び
地
方
税
法
（
昭

和　

年
法
律
第
２
２
６
号
）

２５
の
規
定
に
基
づ
き
、
軽
自
動

車
税
の
賦
課
徴
収
の
特
例
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

������������������������������

������������������������������

づ
き
、
あ
き
る
野
市
十
里

木
・
長
岳
観
光
施
設
（
秋
川

渓
谷
瀬
音
の
湯
）
の
指
定
管

理
者
を
新
四
季
創
造
株
式
会

社
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

�������

�������

　

地
方
自
治
法
（
昭
和　

年
２２

法
律
第　

号
）
の
規
定
に
基

６７

づ
き
、
あ
き
る
野
市
ふ
る
さ

と
工
房
五
日
市
の
指
定
管
理

者
を
新
四
季
創
造
株
式
会
社

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

���������

���������

補正後の額補正額補正前の額会計名

２８３億１３１３万４千円△１億０２３１万８千円２８４億１５４５万２千円一般会計

７０億６７０２万６千円３億０４２６万４千円６７億６２７６万２千円国民健康保険特　

別　

会　

計

３７億５２１６万７千円１億３４０４万８千円３６億１８１１万９千円介 護 保 険

３２億１５００万３千円△１７８２万７千円３２億３２８３万０千円下 水 道 事 業

１０億３１５２万０千円△２億１５７８万０千円１２億４７３０万０千円受託水道事業

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度 会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計別別別別別別別別別別補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算額額額額額額額額額額平成１８年度　会計別補正予算額

　

地
方
自
治
法
（
昭
和　

年
２２

法
律
第　

号
）
の
規
定
に
基

６７

���

���

　横沢の地名は、平成１８年１１月１日発行の№４５号議会だより「あきる野ウオッチング・舘谷」の
中で紹介しましたように、近接する舘谷とともに、カミ・シモ、ウエ・シタ、タテ・ヨコなどと
同様、相対的な観点から呼びならした地名ではないかといった説があります。
　これは、三内橋の下流で秋川に合流する三内川の谷は、ほぼ東西方向なので「タテ」とみれ
ば、岩走神社の下で秋川に合流する沢は、北から南へ流れているので「ヨコ」とみられる。こう
した地形から「ヨコサワ」の呼名が起こり、横沢の字を当てたのではないかといった記述が「五
日市町の古道と地名」にあります。

Y
okosaw

a

横 沢（よこさわ）

①
大
悲
願
寺
（
だ
い
ひ
が
ん
じ　

横
沢
１
３
４
番
地
）

　大悲願寺は、真言宗豊山派・ 金  色 山
こん じき さん

    吉 
きっ

 祥 
しょう

 院 と号し、本山は大和の長谷寺で、聖徳太子が全国行脚の際に、こ
いん

の地に草堂を建てたという伝承があり、寺の後方の山間には「草堂の入」という地名があります。また、建久
２年（１１９１年）に 源 

みなもとの

 頼  朝 の命により、京都醍醐寺の
より とも

 澄 秀   を開山として、源氏と平氏の一の谷での合戦等で有名
ちょう しゅう

な 平  山  季  重 が創建したといった史実が伝えられています。また、寺には、木造伝
ひら やま すえ しげ

 阿  弥 陀
あ み だ

    如  来 及び脇侍、
にょ らい

 千  手 観   
せん じゅ かん

 世 音
の ん

    菩 薩   ・
ぼ さつ

 勢 至
せい し

    菩 薩
ぼ さつ

    坐  像 が国の重要文化財に指定されているなど、多くの貴重な文化財を現在に伝えています。
ざ ぞう

その中のひとつに、独眼竜政宗の名で有名な仙台藩主伊達政宗が、末弟である当山第１５世 秀 雄
しゅう

   に宛てた手紙が
ゆう

現存しています。これによると、政宗が寺を訪れた際、境内には、あまりにも見事に咲く「白萩」があり、後
日、飛脚をもって所望したことが書かれています。この手紙は、白萩文書と言われ、東京都有形文化財として
所蔵されています。今年の秋は、歴史上の人物が心引かれた「白萩」をご覧になってはいかがでしょうか。

　白萩

　楼門（仁王門）



③横沢入（よこさわいり）

②愛宕神社（あたごじんじゃ　横沢１２７番地）

　愛宕神社は、旧横沢村の鎮守であり、 軻  遇  突  智 
か ぐ つ ちの

 命 を祭神と
みこと

しています。創立は不詳です。神社は、古くは愛宕大権現と
称していましたが、明治２年に現在の社号に改めています。
かつての神社の格式は、村社であったことが記されています。
この横沢村は幾多の合併を経て現在のあきる野市に至ります
が、神社は、今もなお地域を見守り続けているかのようです。

　横沢入は、かつて雑木林の丘陵沿いに湿地が広がり、水田
や畑が耕作されていました。昭和５０年代以降には、水田等の
耕作が減り、環境は荒れた状態になっていきました。その
後、平成に入り、東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）に
より宅地開発が計画されていましたが、自然の保護や環境の
保全を優先し、この計画を取りやめ、平成１７年３月には全て
の所有地を東京都に譲渡しました。１８年１月には、東京都
は、横沢入地区を都内で初めての「里山保全地域」として指
定し、以降、里山の自然の保護と回復を積極的に図っていま
す。
　また、１７年１１月には、横沢入地区での里山体験教室を通じ
て港区との交流が始まり、その後も様々な交流を重ねる中、
市内 刈  寄 地区の市有林約２０ヘクタールを港区に貸付し、間伐

かり よせ

等の森林整備を進めるなど、環境と経済の好循環を実現して
いくための都市間連携事業へと発展しています。

参
考
文
献

五
日
市
町
史

五
日
市
町
の
文
化
財

五
日
市
町
の
古
道
と
地
名

平
成　

年
第
１
回
（
３
月
）

１９

　
　
　
　
　

定
例
会
の
概
要

　

平
成　

年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
、
２

１９

月　

日
に
開
会
し
、
３
月　

日
ま
で　

日
間
の

２８

２８

２９

会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
は
、
平
成　

年
度
施
政
方
針
が

１９

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
市
長
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

議
案
を
審
議
し
、
補
正
予
算
等
の
採
決
や
議
案

の
委
員
会
付
託
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
・
７
日
・
８
日
の
３
日
間
は
、
常

任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
日
に
は
総

務
文
教
委
員
会
、
７
日
に
は
環
境
建
設
委
員
会
、

８
日
に
は
福
祉
委
員
会
の
各
常
任
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
は
、　

１２

１４

２２

名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
・　

日
に
は
予
算
特
別
委
員
会
が

１６

１９

開
催
さ
れ
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
と

１９

６
件
の
特
別
会
計
予
算
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
３
月　

日
に
は
、
総
務
文
教
・
環
境

２８

建
設
の
各
常
任
委
員
長
、
予
算
特
別
委
員
長
の

委
員
会
審
査
の
報
告
を
受
け
て
、
質
疑
・
討
論

の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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市
長
提
出
議
案
（　

件
）

３１

　

議　

案　

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

　

推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を

　

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
あ
き
る
野
市
職
員
の
勤
務
時

　

間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　○

あ
き
る
野
市
国
民
健
康
保
険

　

条
例
及
び
あ
き
る
野
市
予
防

　

接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会

　

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例 

○
あ
き
る
野
市
下
水
道
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
あ
き
る
野
市
副
市
長
定
数
条
例

○
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

　

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

　

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例 

　

人
権
擁
護
委
員
の
尾
崎
昌

子
氏
は
、
平
成　

年
６
月　

１９

３０

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
そ
の
後
任
者
と
し

て
岸
野
ト
シ
子
氏
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
た
め
、
議

会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
で

す
。任
期
は
、法
務
大
臣
の
委

嘱
の
日
か
ら
３
年
と
な
り
ま

す
。

（
全
会
一
致
で
適
任
と
認
め
る
）

���������������

���������������

　

職
員
の
健
康
管
理
及
び
勤

務
時
間
数
の
総
量
を
抑
制
す

る
た
め
、
週
休
日
に
半
日
出

勤
し
た
職
員
に
つ
い
て
も
振

替
が
で
き
る
よ
う
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

�����������

�����������

正
す
る
法
律
（
平
成　

年
法

１８

律
第
１
０
６
号
）
に
よ
る
結

核
予
防
法
（
昭
和　

年
法
律

２６

第　

号
）の
廃
止
に
伴
い
、感

９６
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律
（
平
成　

年
法
律
第

１０

１
１
４
号
）
及
び
予
防
接
種

法（
昭
和　

年
法
律
第　

号
）

２３

６８

が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

�����������������

�����������������

　

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

�����

�����

　

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
平
成　
１８

年
政
令
第
３
５
４
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

�������

�������

○
あ
き
る
野
市
職
員
の
旅
費
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
（
昭
和　

年
２２

法
律
第　

号
）
の
一
部
改
正

６７

に
伴
い
、
助
役
に
代
え
て
副

市
長
を
設
置
し
、
定
数
を
定

め
る
も
の
で
す
。

�������

�������

地
方
自
治
法
（
昭
和　

年
法

２２

律
第　

号
）
の
一
部
改
正
に

６７

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

�������

�������

　

あ
き
る
野
市
戸
倉
５
３
３

番
１
先
か
ら
同
５
２
７
番
２

先
ま
で
の
市
道
路
線
を
、
開

発
区
域
内
道
路
へ
付
け
替
え

等
を
す
る
た
め
、
同
５
３
３

番
１
先
か
ら
同
５
３
０
番
２

先
ま
で
に
、
変
更
す
る
も
の

で
す
。

　

地
方
自
治
法
（
昭
和　

年
２２

法
律
第　

号
）
及
び
国
家
公

６７

務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法

律
（
昭
和　

年
法
律
第
１
１

２５

４
号
）
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

�������������

�������������

　

あ
き
る
野
市
引
田
８
７
１

番
１
先
か
ら
同
８
６
３
番
１

先
ま
で
の
市
道
路
線
を
、
道

路
と
し
て
の
機
能
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

�����������

�����������

　

あ
き
る
野
市
引
田
８
７
４

番
１
先
か
ら
淵
上
３
０
５
番

１
先
ま
で
の
市
道
路
線
の

内
、
起
点
地
番
の
変
更
が
生

じ
た
た
め
、
引
田
８
７
５
番

　

先
か
ら
淵
上
３
０
５
番
１

１０先
ま
で
に
、
変
更
す
る
も
の

で
す
。
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���������������
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　愛宕神社

　昭和４０年代の横沢入



さわれる土曜日・体験教室「糸紡ぎをしてみませんか？」（旧市倉家住宅にて）　　

�

第
１
回（
３
月
）定
例
会
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◆
あ
き
る
野
市
が
第
二
の
夕
張

に
な
る
と
い
う
噂
が
飛
ん
だ
。

◆
３
月
議
会
で
一
般
質
問
や
予

算
特
別
委
員
会
の
質
疑
を
通
じ

て
、
そ
れ
が
根
も
葉
も
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

◆
市
民
を
必
要
以
上
の
混
乱
に

陥
し
入
れ
る
よ
う
な
情
報
を
発

信
す
る
人
は
、
何
の
意
図
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

◆
逆
の
効
果
も
あ
る
。
市
民
の

方
々
が
、
今
ま
で
以
上
に
市
政

に
関
心
を
持
ち
、
参
加
意
識
が

強
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
大
変
に

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。

町　

田　

編

集

後

記

イ�ズ�ク�イ�ズ�ク�

問１　３月定例会は、何日間の会期で行われたでしょ

　　　うか。

　　　　①　２８日間

　　　　②　２９日間

　　　　③　３０日間

問２　今回の議会だより「あきる野ウオッチング」で

　　　取り上げました“大悲願寺”の中に登場した花

　　　は、何だったでしょうか。

　　　　①　白萩

　　　　②　彼岸花

　　　　③　コスモス

〔応募方法〕
　◇ハガキに答え、住所、氏名、年齢と議会だより　

　に対するご意見・ご感想などを書き添えてくださ　

　い。正解者の中から抽選で１０名の方に記念品をプ　

　レゼントします。

　◇あて先　〒１９７－０８１４　あきる野市二宮３５０番地

　　　　　　あきる野市議会事務局

　◇締切り　５月１５日（当日消印有効）

　前号の正解は、「②２２名」「②とうがらし」でした。

応募総数は５７名で、正解者の中から抽選で１０名の方に

記念品をお贈りしました。

　なお、当選者の発表は、記念品の発送をもってかえ

させていただきます。たくさんのご応募、ありがとう

ございました。

　答えの中から正しいものを選び、ハガキ
に書いてお送りください。

春の風物詩～鯉のぼり～

　今回の議会だよりが、お手元に届くと５月５日の子供の
日が近づきます。
　この頃になると、屋外には鯉のぼりが天高く泳ぐ姿を見
かけます。
　鯉のぼりは、中国の故事で「黄河中流域の竜門は急流で、
ここを登った鯉は竜になる」と言われ、関門を突破すると
立身出世ができることの例えとされています。「何々の登
竜門」という使われ方をよく聞くことがあります。
　日本では、古くは武家の出陣の際に用いる 幟 を起源とし

のぼり

ています。また、幟の 柄 は、時代の流れと共に鯉が主流を
がら

占めるようになってきたようです。
　近年、子供の虐待など痛ましい事件が報じられています
が、子供たちは、日本の将来を担う大切な宝物です。いつ
の時代でも、鯉が滝を登るように、子供たちが元気で力強
く難関を超えていけるよう、大人たちは見守っていきたい
ものです。

※　読者の方から風物詩へのご意見やご感想等をたくさん
　頂いております。大変ありがとうございます。頂戴いた
　しましたご意見等は、今後、機会を捉え掲載していきたい
　と考えております。これからも、ご意見・ご感想等をお寄
　せください。お待ちしております。


